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1. はじめに 
筆者らは，東京大学生産技術研究所所在の実験スマート

ハウスを用い，様々なデバイスの Connected 化や，それら

の相互接続（以下，相接）によるひとまとまりの価値の創

出を試行してきた[1]．電話網や ISP の相接と異なり，IoT
実現のためには，互いに異なる構造や通信プロトコルを使

用しているシステム同士を相接する必要がある．先般その

解決方法を開発し社会実装したので，概要を報告する． 

2. 多種システム相接の課題 
現在，IoT システムは，①Connected デバイス（以下，デ

バイス）のメーカーが運用するクラウド（以下，プライベ

ートクラウド）に収容されているもの（以下，クラウドタ

イプ），②プライベートクラウドには収容されておらず，

デバイス自身が他との通信インターフェイスを直接有して

いるもの（以下，ローカルタイプ）の二つに大別できる． 
IoT はグローバルな概念であるため，様々なインターフ

ェイス仕様となっている場合が多く，他との相接がしづら

いのも事実である．このため，IoT には多種多様なタイプ

同士の相接を，低廉・円滑に実現する方策が必要である． 

3. 開発した解決方策 
一般論として，IoT システムも営利企業によるものであ

る以上，競合他社との差別化方針が採られるため，いわゆ

るサイロ化は不可避である．筆者らは，この現実を踏まえ

「サイロありき」を検討の出発点とした． 
相接に必要な機能は，大まかには①ペイロードを取り出

す，②アドレス等も含め相接先の書式に則したデータ形式

を整えて，ペイロードを乗せ換える，の二つに整理できる． 
筆者らは，様々な仕様のサイロ等に個別対応するドライ

バーと呼ぶ小規模なインターフェイス用ソフトウェアモジ

ュールを用意することで，相接を実現する構造を採った．

原理的には，このドライバーをバックトゥバック(以下，

BtoB)接続すれば相接できるが，そのためにはドライバー

の背面仕様を揃える必要がある．筆者らはR-Edgeと名付け

たドライバーを収容するいわばソケットのような役割の機

能を開発し，これらが上記①②の役割を果たし，ドライバ

ー同士の BtoB 接続を仲立ちするようにした． 

ローカルタイプデバイス用としては，R-Edge をインスト

ールしたスマートフォンに，ドライバーを装着することに

よってクラウドタイプと同様の相接環境を提供できるよう

にした．これを IoT ルーターと仮称している． 
本方法は，サイロ等側の変更が不要なため，サイロ間相

接標準化活動にも影響を及ぼさない長所がある． 

4. IoT-HUB の実装 
筆者らは，前述の解決方策をインフラとして構築し，こ

れを IoT-HUB と名付けた（図 1）．スマートハウス分野で

は，伝統的にホームコントローラなどの宅内機器が複数の

デバイスを統括する構造が検討されてきたが，責任分界点

を明確化できない課題があった．本稿のドライバー方式は，

家庭用プリンターと同様，デバイスとドライバーを一対と

する概念により責任分界点を明確化可能である． 
アプリケーションは，IoT-HUB の WebAPI へのアクセス

が一般的であるが，困難な場合には，アプリケーションド

ライバーを用意することで相接可能である．このドライバ

ーを支える機構は，先のR-Edgeとほぼ同様のものであり，

これを Q-Edge と仮称している． 
IoT-HUB は，デバイス等のユニーク識別子(UUID)を管理

する Directory 機能（図中 Dir.）と，ハードウェア的特性等

を管理する Things Description 機能（図中 Des.）を有し，こ

れらによりクロスコネクト等のルーティング，フィルタリ

ング，アクセス管理等を行う． 

図 1．IoT-HUB の構造 

5. おわりに 
IoT-HUB は実証実験からボトムアップ的に構想したもの

であり，ドライバー方式による高い汎用性を有している．

スマートハウス以外の分野を含め，様々な場面での相接イ

ンフラとなることが期待できる． 
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